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泌尿器科 ｛、 村 泰治 郎
われわれは尿道撮影の改良法と しパッ7カテーテル
を使用する造影法を紹介した．その要領はパックカテ






















第 1例は男子， 生後2I;月5日に初診， 3ヵ月 1日
に脳室一心耳吻合術を施行，術後7ヵ月の今日健康に
日々送っているが，左側上・下肢に極〈軽い強直と発
育不全が残っている．
第2例は昭和32年8月28日生れの男子p 生後12日目
に高熱・主主管の既往を有し， 1年目頃より頭部地：次第
に大きくなった．昭和37年7月下旬敷居からコンクリ
トーの上に落ち頭蓋内出血を来し，頻回のP[I吐があっ
た．同年JO月16日初診， 1月20日脳室一心耳吻合術施
行p術後5日間に心臓側の弁の部に栓塞を来したのでp
再手術， 栓塞物除去，その後時に痘筆がある程度でp
誘導は一応成功したが， 12月下旬感冒から肺炎を起し
て死亡した．
